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放射線業務従事者認定証明書及び放射線作業従事承認書

部に属さない方は、
になります。

平成:8年 8月 18日

サイタロトロン0'ジオアイツト‐プセンタ‐機 関名

鯛窟謳糧任者   烙丼 碁0      印

ド記の者がこ当機関における放射線業務従事者であることの証明及び東北大学工学部において放射線

作業に従事することを承認致します。

尚、次の事項について申し添えます。
(1)下 記の者の放射線作業にういては、責事業所の放射線取扱主イ■者の指示に従わせま,L

(2)下 記の者の被ぼく管理等については、当方において記録及び保管を行います。

(3)下 記の者の被ぼく歴、健康診断、教育副1練の内容を裏面に記します。

氏

　

名

引

翻

＝
０

イイ:

俸ネ

性
　
別

〇
女

身

　

分 よ畿
生年

月日 S・3001●|

所
　
属

l止よ:サイタロトロン・ラジオアイツト‐プセンタ‐  薇‖蠍:燿彎tl
電歌  217-7 9χχ)

融

年数
20キ

東北大学工学部における

放射線作業予定期間

平成18年4月  r H～平成19年 3月 3:H

東北大学工学部の共同実験責任者 解11 へ去   鶴舌( 79χχ  )
【劇〔射線作業内容】膚友当するものを○で囲嗜♪(複数可) その他コメント

使

用

場

所

鸞素案織葵議案馨室
帥 同位元素実験室

14、生物化学RI実 験室

15、Co・60照射実験室

16、低温実験室 (3アc6密封Rl)

17、 X線 装置等設置施設

作

業

内

容

E3非
密露苦午

装置

3、 密封Rl

4、 橡燃料

15、 X線 装置等

16、 その他

携帯する個人線量計の種類

(該当するもの申〇で日む、複数可)

THゝ ポケッ隣 量計

その他 (      )



「放射線業務従事者認定証明書及び放射線作業従事承認書」
の裏面になります

1、被ばく歴  (14成 18年  8月 18日  現在) (裏面)

2、 健康診断 (注 1)

備 考

(注1)1、 新規の放射線業務従事者は管理区域に立ら入る前に必ず受診すること.

2、過去 1年以内に受診した健康診断を記入することこ

(注2)1、 教育副1練免除の場合は、その理由を備考欄に記入すること。

2、 1初めて管理区域に立ち人る前|の欄は、新規の放身1線業務従事者のみ記入すること.

3、 「最新の教育押1練jの欄は、過去1年以内に受講した教ずF部1練を記入することこ

14成13鴨 月l Li～  |

平成18113月31日 : O mSv
の実効線量    :

I乾膚の

等価線景

θ   msv

眼の水品体

の等価線賦

θ   msv

前年度の実効線量

θ mSv
皮膚の

等価線景 θ   msv

1民の水品体

の等価線量 O msv

今年度の実効線量

θ   msv III最   1 0 msv

眼の水品体

の等価線景 θ   msv

(1)問 診 平
"比
 18年  6 

月
 8 
日 異常のイ1‐無 有。電リ

( 2 )検査又は検診

□省略*

平成
 18年 6 

チ1 8 ‖ 医師名

fF凛 0″
異常の有無 有tッ

*標 記の者は、 「放射性同位元素等による放射線障害の防lLに関する法律施行規則1第 22条

第 1項第6F)のただし書きに該当するため、検査又は検診を省略した。

3、 教育訓練 (注2)
(1)初 めて管理区域に立ち人る前 (2)最 新の教育訓練

受 講 年 月 日 教 育 訓 練 名 教 育 訓 練 名

14「Jt rァイ1l r2り| 1211 サイクロRIセンタr幕薇市

T`rり皮   `F    月    日

14成



放射線作業計画書

加速器運転中に管理区域へ入る場合は、
この「放射線作業計画書」が必要です。

平成 18年 8月 18日

作業者氏名 外 ネ  ○ 翻  印

登録番号  Cγ-99-χχ
所属    サィクロ.RIセンター

下記の通り加速器運転中、もしくは加速器運転停止直後にターゲット室内で放射線作業を

行いたいので、許可して下さいますようお願い致します。

尚、作業に当たつては取扱者心得を通守致します。

1)立入の理由 セットァップ女史

2)立 入時間 (1日 当りの時間)OX時 間 囃 農

3)立 入時の力0速器運転条件
  ビ
_ム
オフ、 ビ

‐
ムチュ
‐
プバルプ閻、幕:モ ニタ0‖

4)立 入時に予想される放射線及び被爆線■
  γ朱 Oxμ ∫ソ≠i Flf

5)線轟モニターの方法
   ガラスパッチl llll来1針、サ‐ベイメ‐タ

実験題目1.     実験題目2.     実験題目3.

( ;!;:,iトロノータ )  (  ;サli;1   )  (

重菫冨I夏任者         ]          ]
印

印

実験題目4.     実験題目5.     実験題目6.

(                   )    (                   )    (

印       ・    印

実験責任者

課題申込責任者

印

印

高速中性子実験室長許可[ロ


